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行

会 伊予高等学校ホッケー部
高校最後の引退試合に臨む
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　8月1、2の両日、松前町国体記念ホッケー公園に
は、青いピッチを生き生きと駆け抜ける高校生たち
の姿がありました。行われていたのは、新型コロナ
ウイルス感染症 （以下 「コロナ」）予防のために中止
となった、四国高等学校総合体育大会の代替大会。
県内に他チームがほとんどいない四国 4 県の高校
男子ホッケー部が集まり、引退試合を行いました。
　大会中止が決まったときの気持ちを、「悔しいけれ
ど、仕方ない」「代わりの大会が開催されることを信
じて頑張ろうと思った」と話すのは、伊予高等学校
ホッケー部 3 年生の玉井歩和さん＝北黒田＝と大
漁悠斗さん＝伊予市＝。コロナの影響による休校
や部活動の休止中は、筋トレなど家でできるトレー
ニングで練習再開に備えてきました。
　試合結果は、初日は敗れたものの、２日目の高松
東高校との戦いを4対1で勝利。大漁さんが、「最後
なので2勝したかったけれど、3年間学んできたこと
を出し切れたので後悔はない」と話すように、試合
後には2 人のすがすがしい笑顔が輝いていました。
　「3年間、このチームでやれて本当によかった。先
生やチームメートに出会えたことが財産です」と笑う
玉井さん。高校生活で培った経験の数々は、これか
ら先も、彼らの大きな支えとなるに違いありません。
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1  3 年 生 5 人の
うち 3 人 は 7 月
で引退。後輩と
共に試合に臨む
2  ユニフォーム
姿でほほ笑む玉
井さん㊧と大漁
さん㊨
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広
報
ま
さ
き
の
表
紙
は
、
毎

月
三
つ
ほ
ど
候
補
を
出
し
て
編

集
委
員
会
で
決
め
て
い
ま
す
。

今
月
の
ボ
ツ
表
紙
が
こ
ち
ら
。

　
暑
さ
に
負
け
ず
元
気
に
咲
く

ひ
ま
わ
り
に
、「
さ
あ
、
上
を
向

い
て
頑
張
ろ
う
」と
い
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
い

つ
も
と
違
う
夏
、
皆
さ
ん
は
ど

う
過
ご
し
ま
し
た
か
。     （
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井
）

　
今
回
、
初
め
て
巻
頭
の
特
集

を
担
当
し
ま
し
た
。
事
前
に

「
こ
ん
な
紙
面
に
し
よ
う
」
と

考
え
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に

編
集
作
業
を
始
め
る
と
う
ま

く
ま
と
め
ら
れ
ず
、
頭
を
悩
ま

せ
る
こ
と
に
。

　
伝
え
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
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も
、
そ
れ
を
詰
め

込
む
と
読
み
に
く
い
紙
面
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
限
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
で
分
か
り
や
す

く
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報
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、

も
っ
と
勉
強
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
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広告 広告

掲載場所　裏表紙の最下段
広告料　　20,000 円／枠（1 カ月）
大きさ　    縦 40 ミリ×横 60 ミリ
カラー　    フルカラー

問総務課広報広聴係 ☎ 985-4132

有料広告募集中

コロナに負けるな！
頑張る皆さんを応援します


